
管 内 酪 農 場 で 発 生 し た 牛 サ ル モ ネ ラ 症 （ 届 出 外 ） の 早

期 終 息 に 向 け た 取 組 ： 岡 山 県 津 山 家 保  横 内 百 合 香  

令 和 6 年 7 月 、 管 内 酪 農 場 で 発 熱 を 主 徴 と し た 伝 染

性 疾 患 疑 い で 病 性 鑑 定 。 立 入 時 に 水 様 性 下 痢 を 呈 す る

牛 も 確 認 し 、 鼻 腔 ス ワ ブ 及 び 糞 便 を 採 材 。 糞 便 検 査 か

ら サ ル モ ネ ラ 菌 の 関 与 が 強 く 疑 わ れ 、 農 場 及 び 関 係 機

関 へ 連 絡 。 農 場 内 の 感 染 状 況 確 認 の た め 、 直 ち に 全 頭

検 査 実 施 と 踏 込 み 消 毒 槽 設 置 を 指 導 。 併 せ て 、 酪 農 農

業 協 同 組 合 （ 酪 農 協 ） 及 び 共 済 家 畜 診 療 所 （ 共 済 ） と

で 農 場 消 毒 、 治 療 方 針 及 び 集 乳 順 路 等 の 緊 急 対 策 を 協

議 し 、 今 後 の 連 絡 体 制 を 構 築 。 そ の 後 、 血 清 型 別 検 査

に よ り S a l m o n e l l a  N e w p o r t と 確 定 。 対 策 会 議 を 6 回

開 催 し 、 抗 生 物 質 の 全 頭 投 与 、 牛 舎 一 斉 消 毒 、 生 菌 剤

の 給 与 及 び 散 布 等 指 導 し 実 施 。 保 菌 牛 の み 選 抜 し た 検

査 を 試 行 。 ま ん 延 防 止 策 と し て 近 隣 酪 農 場 に 向 け 注 意

喚 起 等 チ ラ シ 配 布 。対 策 会 議（ 計 画 ）・ 対 策 実 践（ 実 行 ）・

検 査 （ 評 価 ） の P D C A サ イ ク ル を 6 度 繰 返 し た 結 果 、 令

和 6 年 1 1 月 に 牛 及 び 環 境 検 査 か ら 菌 は 検 出 さ れ ず 、

発 生 か ら 4 か 月 で 早 期 終 息 。  


